
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビや新聞、ネットニュース等で取り上げら

れ、ご存じの方も多くいらっしゃると思います

が、雇入れに関しては計画的な対応が可能と

なるよう令和５年度においては 2.3％で据え

置き、令和６年度から、2.5％、令和８年度から

2.7％と段階的に引きあげることになっていま

す。 

  

 

                   

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雇い入れで一番気になることは、本人の特性、能力、 

関わり方や周囲との関係性など、さまざまあると 

思います。 

 

   

理解力   人柄   作業能力  就労意欲 

 

 

 

 

 

 

 

障害特性や本人が持つ力は個々に違いますので、それぞれに

あった対応ができれば解決できることも増えますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害は大きく分けて、身体障害、精神障害、知的障害となってい

ます。障害の種類や、程度、知識、年齢等でそれぞれ得意な事、 

苦手な事はありますが、障害にかかわらず苦手な事、得意な事

で言えば私たちにも均等にあるものです。本人の努力でカバー

が難しいことは周囲の理解・配慮があればできることもたくさ

んあります。 

視力が弱い人であれば、メガネを使用すること

でカバーできます。メガネは簡単に手に入れるこ

とができ、私たちを助けてくれています。今当た

り前にようにメガネを使用している私たちですが、

もしメガネが無くなったらどうでしょう。 

見えたものが見えなくなり

生活に大きな影響が出ます

よね。 

私たちは物理的な補助で、

生きていくための生活の一

部をカバーしてもらってい

るということです。 

 

障害のある方が就労を目指す、または職場定着のために必要

な事。それは私たちの関わり方という行動で補助することで苦

手な一部をカバーするということではないでしょうか。 

物理的なカバーと、直接的に必要なカバーがあります。これを

うまく組み合わせることが配慮となり、知らぬ間に誰にとって

も過ごしやすいものとなるのではないでしょうか。 

 

障害特性に合ったお仕事や、配慮があることで出来ることが増

える環境などについて一部紹介します。 

 

◆身体障害 ◇事務職（デスクワーク・受付・書類作成など）  

車いす    必要なスペースを確保 

       移動の少ない作業 

 

内部障害  ◇事務補助 清掃作業 受付など 

       あわただしさの少ない場所 

身体に負担の少ない軽作業 

 

聴覚障害  ◇事務職（PC業務、書類作成など） 

       清掃作業、梱包作業など 

       筆談や口の動きを見て作業指示を確認するこ

とができます 

 

◆精神障害 ◇品出し 清掃 販売補助など 

発達障害   動きのあるお仕事 

マニュアルがあれば取り組みやすいです 

    

◆知的障害 ◇製造や品出し、販売補助など 

手順書や写真イラストなどを使用すると 

取り組みやすいです 
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2.5% 
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1月 18日（水）プラザホテルむつにて企業交流会を開催しまし

た。今年度は青森県障害者職業センター主任障害者職業カウン

セラー西脇様を講師に招き「障害特性の理解と関わりについ

て」をテーマに開催しました。ハローワークむつ統括職業指導

官四ツ谷様からは、雇用や助成金に関する情報提供をお話して

いただいております。参加された企業様からは、「具体的な支援

方法はとても参考になります。」「改めて学び直したい」との声

が寄せられました。講義終了後は、意見交換会の時間を設け担

当者が抱える障がい者支援での困りごとについてお答えいた

だいております。西脇様、四ツ谷様、参加いただいた皆様、あり

がとうございました。 

          

                

                      

 

 

 

 

 

                

 

 

 

2/18（土）むつグランドホテルにて就労支援セミナーをむつ市地

域自立支援協議会と共催で開催しました。コロナ感染症も落ち

着いてきたタイミングでもあり、全体では 80名程度の参加と

なりました。講演はむつ総合病院メンタルヘルス科精神保健福

祉士 室館様より、メンタルヘルス科の現状、受診の仕方や注意

事項などについてお話いただきました。第二部では２名の相談

員より、精神障害者の地域移行支援のための取り組みについて

事例発表をしていただきました。 

参加者からは、受診時に気を付けることなど再確認出来て良か

った。事例発表では本人の意志を確認しながら、相互に関係性

を築いて支援していくことが地域移行支援で大切なことがわ

かりました、など多くの声がよせられました。 

むつ総合病院メンタルヘルス科 精神保健福祉士  室館 様  

むつ市地域自立支援協議会生活・就労支援部会長 松橋 様 

相談支援事業所ぱれっと 相談支援専門員      福士 様 

相談支援事業所ハートランドさくら センター長   佐藤 様 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護施設アイランド様より、ご協力いただき１月 24日～26日ま

での 3日間で体験実習を行いました。参加した方は、職業経験

がないこともあり、就職前の準備として実施することができま

した。体験内容は介護補助で施設内の清掃やお茶の準備などを

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段あまり水分を取らな 

い方でも、実習生がくん 

だお茶を喜んで飲んでく 

れました。嬉しいですね。 

 

 

利用されている方に聞こえるよう大きな声で声掛けすること

がきていました。また、触れ合う中で自然と笑顔や会話が増え

ていた場面も多く見られました。 

くり返し実習を行うことで新しい自分に気づくこともできたい

い機会となりました。 

 

施設内ではお買い物ができる日もあり、 

購入したものを運ぶお手伝いもさせ 

ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただきました企業の皆様、本当にありがとうござい 
ました。 

令和 5年度 しもきた 事業実績（２月末現在） 

登録者 208名 

在職者 110名 

今年度就職者 15名 

相談支援件数 1727件 

就労支援セミナー 

しもきた活動紹介 

企業交流会 体験実習 

水分摂取のためお茶くみをしています。      


